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日 本 ボ ス ト ン 会 会 報

代表幹事
今回2000年までの 2年間の間、日本ボストン会の

代表幹事に就任するに当たり、会員の皆様にご挨拶

を申し上げます。今になってその仕事の重責を感じ

とまどっています。幸いな事に次期代表幹事(2001/

2002年 )に茂木賢二郎さんの就任が決まりました。

元、前と次期代表幹事の方々のご指導をいただき、

また藤盛紀明さんをはじめとする副代表幹事の方々、

多くの幹事の方々のご協力を得て、微力であります

が一生懸命勤めて参りたいと考えておりますので、

会員の皆様方のご指導とご支援をよろしくお願いい

たします。

本会の路線は、初代代表幹事の吉野耕一さん、 2

代の井口武夫さん、 3代の藤崎博也さんのご指導に

よりしっかりと敷かれております。また役員の方々

と会員の方々のご活躍により、活発に多くの行事が

行われて参りました。これからもこの路線を継承し

ながら一層発展させてゆきたいと思います。以下に

本会の発展への大まかな私の考えを述べさせていた

だき、代表幹事就任の挨拶とします。

1.組織の発展

本会の活動をより発展させるために本会の組織を

つぎのように発展させてゆきたいと考えています。

(1)英文名称

ボストン日本人会をはじめアメリカの人々や団体

との交流が多くなると英文名称が必要になります。

藤崎前代表幹事の提案により、既に幹事会において

組織と役職の英文名称が定められました。

(2)会員名簿の配布

会員の交流を輪を拡げるのに会員名簿の果たす役

割は大きいので既に配布されています。これを例え

発行者 日本ボストン会事務局

代表幹事に就任して

し、配布するよ  い申し上げま

高木政晃
うにしたらいかがでしょう。

(3)幹事の希望者をつのる

(4)会員をふやそう

本会の活動を活発化するには、各方面から幅広い

年齢層の人々を会員とし、交流の輸を拡げるのがよ

いと思われます。チームにより勧誘の資料を作り、

勤務先別、学校別その他向けに勧誘を行って会員を

ふやしたいと考えます。

(5)会則の改訂

環境は変わらないようでも知らぬまに変わってい

くものであるので、必要があれば会則を改訂します。

2.分科会活動について

(1)アイデアを集めたい

分科会活動に新しいニーズを導入し、また魅力あ

るやり方をさがしてみたいので、会員の皆様のアイ

デアを是非提供していただきたい。

(2)分科会活動記録の作成と保存

分科会活動は幹事会議事録にのせられてあるので、

これを 1年分まとめて記録、保存しておくと、時間

が経つ程面白味がでてきて役に立つものであります。

(3)「 日本/ニューイングランド交流の記録」出版企画

これについて幹事会を中心としてできるだけの支

援をしてゆきたいと考えます。

3.結び

以上いろいろと述べましたが実行するのは難しい

ことが多いと思います。それで私としては「あせら

ず、とと【」、と童_堕奎」」に人と人との結びつき

を大切にして交流の輪を拡げ、喜びをもって楽しめ

るような日本ボストン会に少しでも近づけたいと思

いますので、皆様のご指導、ご協力、ご支援をお願
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日本ボストン会

1999年大観桜会のご案内
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高木政晃代表幹事挨拶
(1ベージから続く)

「自己紹介」

1976年から1984年までの約 8年間、NECの現地責

任者としてボストン近郊に家族と共に楽しく暮らし

ました。

当時アメリカ人の間では日本への関心は大変強く、

会社の仕事のほかに

*井口総領事 (当時)とニューイングランド各地

で共同講演

*アメリカマネージメント協会、カナダマネージ

メント協会、また各種団体のビジネスセミナー

で日本企業のマネージメントについての講演

*アメリカの多くの大学院で日本企業について講

演

などをいたしました。

また、ボストン日本人会副会長、ボストン日本協

会のDirectorを勤めました。今はリタイアーしまし

て、隠居生活を妻と共に楽しんでいます。

次 ゴルフ親睦会は 4月 22日
入間CCで !

前回のゴルフ親睦会は昨年 10月 29日 、寄居カ

ントリークラブで女性 5人を含む 16人が参加して

開催されました。

新ペリヤ方式に代えて、今回から各自のハンディ

キャップ方式にしましたが、伊藤英徳さんがベスト

グロス81、 ネット67で優勝しました。

グロスの結果は、 80台が 3名、 90台が 3名、

100台が 4名、 110台が 4名、 130台が 2名

でした。各々のレベルに応じて、楽しい親睦ゴルフ

が出来るのが特徴です。

今年第 1回の親睦会は4月 22日 (木 )、 入間カ

ントリーで開催されます。 5組 20名を募集します

ので、初めての方も奮ってご参加下さい。

費用 :2万円見当 (参加費、プレー費、昼食代、

パーティ代)。

地図 :参加者宛に別途送付します。

申込は事務局、または幹事までお電話下さい。

幹事 伊藤英徳
近藤宣之

事務局

恒例の日本ボストン会の皇居千鳥が淵のお花見会

は 4月 4日 (日 )夕に開催されます。

参加者のご意向を伺い、例年のウイークデーの開

催を取り止め、ウイークエンドの開催の方が参加し

易く、気分に乗って楽しいとのご意見があり、日曜

日の開催になりました。

今この原稿を書いている時は寒い冬の 2月 ですが、

東京の桜は固いつぼみは沢山つけて、満開への準備

を怠りなくしています。 4月 4日 は例年だと満開に

は少し早い時期ですが、暖冬なので、G∞d Tining

になるだろうと予想しています。

昨年行ったアンケートでは、お花見の参加者は30

人以上にふくらむ予想です。

初代会長のハーバード大学吉野先生からE―mailが

入って、 4月 7日来日予定を早めて 4月 4日 到着、

成田空港から千鳥が淵に直行されます。

例年花より団子と思い、お花見の散策にもビール

・熱爛を用意致しましたが、優雅な当会の女性陣の

評判は良くないので、今年は取り止めます。懇親会

まで我慢していただくことになります。但し私は花

よりだんごでワンカップを持参する予定です。

参加希望者は次の要領に従ってご参加願います。

集合時間:1999年 4月 4日 (日 )午後 6時 (幹事は

6時半迄ホテル前で待っています)

集合場所 :フ ェヤーモントホテル

千代田区九段南2-1-17(千鳥が淵)

(地下鉄九段下駅 2番出日)

宴会場所 :ホテルグランドパレスバイキング(Bl)

電話 03-3264-1111
千代田区飯田橋 1-1-1

(地下鉄九段下駅徒歩 1分 )

宴会費用(予定):お酒込み 。飲み放題(7000円 )

お酒無し (5500円 )

参加申込先 、冨美子
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名古屋の副都心 (JR東海道 。中央本線、 地下鉄
名城線、名鉄名古屋本線、「金山」駅南出口前)に

建設中の「金山南ビル」内に、 4月 17日 、米国ボス

トン美術館の姉妹館として、名古屋ボストン美術館

が開館します。

この美術館は米国ボストン美術館所蔵の優れた美

術品を、恒常的に日本に紹介する唯一の専用展示館

であり、日本にいながら鑑賞出来る美術館です。伝

統ある同美術館がもつ広範 。高水準な美術活動との

提携を通じ、日本文化の文化振興と日米文化交流の

進展に寄与することを意図しています。

米国ボストン美術館のコレクションによる年 2回

の企画展と、 5年間の長期展示による常設展が準備

される他、多彩な計画が進行中とのことです。

ポストン輸 倉官(The Ⅱuseu■ of Fine Arts, 30stOn)

は、1876年開館の世界有数の総合的美術館のひとつ

です。およそ50万点にも及ぶ膨大なコレクションの

中でも、日本をはじめとした東洋美術コレクション

は世界第一級と評価されています。

これはモース、フェノロサ、ビゲローや岡倉天心、

富田幸次郎らの尽力に大きく起因します。

(展示部門)

古代エジプト・ヌビア・近東美術部、古典美術

(ギリシャ・ローマ)部、ヨーロッパ絵画部、

ヨーロッパ装飾美術・彫刻部、東洋美術部、

アメリカ絵画部、アメリカ装飾美術・彫刻部、

版画・素描・写真部、染織・衣装部、現代美術部。

(名古屋ボストン美術館 展示企画)
*「モネ、ルノワールと印象派の風景」99年4-9月

*「岡倉天心とボストン美術館」99年 10月 -2000年 3月

*「古代地中海世界の美術」99年4月 -2004年春

*日本ヨーナー 99年4月 より順次展示予定

名古屋ボストン美術館 4月 17日開館

名古屋ボストン美術館紹介 「美術鑑賞の旅」参加者募集要領

平成 11年 (1999年)3月 20日

日本ボストン会では、予てより名古屋ボストン美

術館と連絡をとり、その準備状況は会報第 7号、第

11号にてご案内をいたしました。

いよいよ開館が日前になりましたので、小倉忠夫

館長のご都合を伺い、美術愛好者を募って名古屋へ

の旅行を次の通り計画致しました。ふるってご参加

下さい。

日時:  7月 10日 (土)午後 1時半集合

(講演会は下記別項参照願います。)

場所 : 全国空ホテルズ・ホテルグランコート名古屋 1階フコントロビー

住所 :名古屋市中区金山町 1-101

「昌言舌 052-683-4111

交通: JR名古屋駅から金山駅下車(東海道本線3分 )

宿泊先: 全日空ホテルズ。ホテルグランコート名古屋

宿泊料金 :ホテルオーたング・サマープランを利用

1泊朝食または昼食付き/サービス料込み、諸税別

スタンダード・ツインルームを 2人で利用の場合

¥12, 500(1人 当たり)
但し15名以上の場合、割引の可能性あり。

宿泊特典 :a)名古屋ボストン美術館の無料入場券

(企画展・常設展1200円 は宿泊料に含む)

b)2階カフェレストラン/オーキッドガーデンのソフトツドリンク

c)館内レストラン、10%割引利用可能。

懇親晩餐会費: 一人¥7000(飲料、税別)予定

申込締切 : 平成 11年 5月 20日 (本 )

申込み先: 美術愛好会 酒井一郎

参加、および宿泊の有無について、電話、はがき、

e―■ailにてご連絡下さい。

日本ボストン会 : 名古屋ボストン美術館訪間企画
1.日 時 :

2.講話・解説

3.懇親会 :

4.美術鑑賞 :

平成 11年 7月 10日午後 2時 10分 -4時 10分
小倉忠夫館長、柴柳夫人、展示品紹介 (VTR他 )
午後5時30分一午後8時於全国空ホテルズ・ホテルグランコート

自由行動 (7月 10日 午前 10時―午後 1時半、 11日午前 10時一午後 5時 )
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"Lady Meaux''(1881)
J‐. M. I11listler(1834-1903)

ホノルル美術館
1998年、クリスマスで賑わうハワイヘと旅だった。

滞在から2日 目、ホノルル美術館(bnolulu Academy

Art)へ と足を運ぶ。心地良い展示室に数人の旅人

が何気なく置かれたベンチに座り、絵画の世界に身

を寄せている。

フランス印象派、後期印象派の展示室の正面に等

身大の人物像の油絵が目に入った。マサチューセッ

ツ州に生まれ1885年、画家になることを決意してパ

リに行き、 以後アメリカに戻らなかった James
Mcnaill Thistler(1844-1926)で あった。

19世紀から20世紀にかけて展開されたアメリカと

ヨーロッパの芸術交流の橋渡じとなったのは、国外

居住者のアメリカ人画家Marry Cassatt(1844-1926)、

John Singer Sargent(1856-1925)そ してWhistler‐で

あった。彼らの存在は、故国アメリカの美術の進展

に大きな影響を及ぼしたのである。

ホノルル美術館のThistlerの作品"Lady Meaux"(1

881)のモデルは、消えた背景の前に立っている。黒、

白、赤と微妙に肉づけられた、広い色面による構成

は、より大きさが感じられる。伝統的明暗調、そし

て対象をこのように空気で包むやりかたを、スペイ

ンの画家Velazquez(1599-1660)か ら学んでいる。

"Lady Meaux"は Thistler1870年 の頃の作品に比べ、

アール・ヌーボウ的線の特性、そして体の彫刻的丸

みは確固たる存在感を与えている。すっきり伸ばし

た背筋、肩から床まで届く長いショールに光が当た

り、全体の黒い色調の中にあって、見る人に心地よ

さを感じさせる。色数少なく比例を無視したと思わ

れる程の長身が一種の気品を与えている。

Whistler描 く1870年の頃の肖像画"The Artest's

hthef(1872)ル ーブル美術館(パ リ)と、 "M■ ss.

Cicely Alexander"(1872-4)テート美術館(ロ ンド

ン)は、"The Lady Maeux"に 比べ描線がはっきりし

て、トーンを抑えた色彩だけを使い、まるで油絵の

具を水彩のように使っている。平面的、装飾的そし

て絵画空間描写は日本の浮世絵に影響された。

国外に住み、どんな小さいことをも想像して描く

ことのなかったThistlerは 限られた色の中に微妙な

色の響き合いを求め創作に力を注いだのである。

美術愛好会 酒井典子 2/18/99

平成 11年 (1999年 )3月 20日

"Lady Meaux"(1881)ホ ノルル美術館

(194.3 x 130.2)

"Artists'Iother"(1872)ル ーブル美術館

(140x:160)

"Miss Cicely Alexander"(1872-4)テ ート美術館

(190.2 x 97.8)
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日本ボストン会(The bston As∞ ciation of Japan)113

「歴史を飲もう会」(98年 11月 8日 )

生麦事件参考館/川崎ビアビレッジ訪間

当日は晴天に恵まれ、参加者 9人は午前 9時 20

分にJR鶴見駅改札口に集合。鶴見線の国道駅で下

車し魚河岸通り (旧東海道)を歩き、京浜急行線生

麦駅を目指した。駅手前を左に曲がると右側に地元

研究家の浅海武夫さん自宅の資料館があった。

横浜市鶴見区生麦1-11-20(8045-503-3710)

予め電話でお願いしておいたために、浅海さんか

ら1時間余にわたり文久 2年 8月 21日 (新暦 19

62年 9月 14日、日曜日)午後 3時頃に起きた事

件のお話を伺う事が出来た。

事件当日、薩摩藩の島津久光の行列は江戸から京

都目指して進んでいた。総勢千人を越す大行列が川

崎宿で昼食をとり、神奈川宿へと向かっていた。一

方、イギリス人 5名は横浜居留地から神奈川宿宮之

河岸までボートで渡り、そこから川崎大師を目指し

馬で遠乗りに出掛けた。

街道の左側を進むイギリス人一行の先頭を進むリ

チャードソンとボロデール婦人らは下馬することな

く進んだために行列の中に入り、慌て馬首を返そう

として却って行列を乱し、供頭の奈良原喜左衛門は

リチャードソンに斬りかかった。 1キ ロほど横浜を

目指し戻る途中で、深手を負ったリチャードソンは

落馬し、薩摩藩士に止めを刺された。当時の生麦の

街道両側はびっちり民家が建てられていたために、

一行は街道から外れて逃げる術がなくて、この惨事

がおきたとのことであった。。

事件は翌年 4月 幕府のイギリス政府のに対する10

万ポンド (分割払)の賠償金支払い、翌年 7月 2/3

日の薩英戦争を経て、 10月薩摩藩がイギリスに対

する2万 5千ポンドの賠償金の支払い (幕府からの

借金)で解決したが、犯人逮捕の要求はうやむやで

終了した。薩摩藩はこの事件を契機として攘夷から

開国に変わり、イギリスとの関係を一気に深め、長

州藩と結び明治維新を迎えるきっかけとなった。

浅海さんを囲んでの記念写真を撮ったあと、国道

15号に沿って歩き、旧街道との交差点にある生麦事

件記念碑を経て、キリン川崎工場に向かった。工場

内には見学者用の見学コースが作られていた。ビー

ルの仕込みから醸造・瓶詰のコースが、要所要所で

ガラス越しに内部を見下ろせる場所が準備され、醸

平成 11年 (1999年 )3月 20日

「ハイキングの会」 (98年 12月 12日 )

東京野鳥公園散歩
(東京野鳥公園一大井埠頭中央公園一品川水族館)

私は、今回初めて参加させていただきました。楽

しみにしていました当日は、初冬の日差しのなか、

JR大井町駅に12時過ぎに集合。バスにて最初の見学

地、東京野鳥公園に行きました。

まずはネイチャーセンターでレンジャーの方に双

眼鏡の使い方、冬の鳥の種類、名前を教えてもらい

ながら観察開始。ラッキーことに冬は、いちばんた

くさんの鳥に出会える季節とのお話しで「タゲリ」

と言うめずらしい鳥も見ることができました。

外の観察小屋からはカモが目の前に。 |!!l.!
バードウヲッチングの楽しさを満喫いたしました。

その後、家の周りを訪れる鳥の観察をしてみたり身

近な自然を感じております。

次に大井埠頭中央公園を散策しながら、品川水族

館へ向かいました。車で通ったことがあっても歩く

とまったく違う場所に思えます。大井競馬場辺りか

らは厩舎の匂いがし、鈴ケ森刑場跡を見ながら品川

水族館へ。

水族館への入園は、残念ながら時間がなくて、こ

の次の機会に持ち越しになってしまいました。

いよいよ老舗の味を楽しむべく、創業明治 30年、

大森で天魅羅を揚げて 100年 という「天仲」 (大

田区大森本町1-8-15)さ んでお食事。江戸前の魚介

類を堪能させていただいたタベのひとときでした。

自然とふれあい、また楽しい食事、皆様とののび

やかな時間。プランを立てて下さいました篠崎さん

ご夫妻に、心より感謝。 (中 島憲子 )

参加者 :伊藤敦子、酒井一郎夫妻、篠崎史郎夫妻、

営間きよみ、高本政晃夫妻、土居陽夫夫妻、中島

憲子、藤崎博也、藤盛紀明夫妻、俣野善彦夫妻

造の歴史的変遷の展示物が置かれ、出口では出来立

てのビールや飲み物のサービスがあつた。

昼食は工場外に設けられたキリン横浜ビアビレッ

ジにて、羽田から駆けつけた土居陽夫夫妻、肥田木

誠夫妻も加わり、参加者 (生田英機、金子佳生、吉

野耕一、篠崎史郎、関直彦、営間きよみ、酒井典子、

俣野善彦夫妻)一同で鉄板焼きを楽しんだ。

(金子佳生)

-5-
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(ホ ームスティの受入報告 11月 7-8日 )
デクリストフォー先生をお迎えして

私たちの娘もお世話になったボストン日本人学校

が校舎を使わせて頂いているメドフォードハイスク

ールの先生ということで親近感もあり、たった一泊

という短い間であっても、少しでも日本の家庭に触

れて頂ければとお引き受けした。

7日午後、集合場所の東京駅にお迎えに行く。今

生Fは Mr.Calv■ n Carpenter(Medford)、  Ⅱr.Maurice

Sa∞znik(Br∞ kline)とわが家に来られたIs.Nancy

M.DeCristofaro(MedfOrd)の 3人が来日さえ■た。ナ

ンシー・デクリストフォー先生は心理学を専攻され

たとても感じの良い素敵な方で安心した。

首都高、東名とも割合すいていて一路町田のわが

家へ。途中、フィルムがないのに気づき大型ショッ

ピングセンターに立ち寄った。

ナンシーは日本のショッピングセンターは初めて

という事で、色々と興味深そうだったが、びっくり

したのはセンターの一角にあるマックを見ると、と

ても喜んで写真を撮ったこと。何でも2人の小学生

のお子さんに頼まれた由。やはリマックはアメリカ

の代名詞なのかと面白かった。主人と私、ナンシー

の 3人でプリクラを撮った。

夕方、わが家に到着。夕食はすきやき。食後は

色々と話が弾んだ。

ナンシーは学校で様々な問題を抱えた生徒の担任

で、毎朝始業 1時間前には学校に行き、授業の準備

をするという熱心な先生だった。

家は郊外のリトルトンで、野生の鹿も出るという

程の広大な土地のある閑静なお宅とか。羨ましいか

ぎりだ。夜も更けて、いつもはシャワーだけという

ナンシーも日本の入浴にトライ、とても気に入って

くれたようだった。

翌朝、食事のあとわが家の狭い庭で記念撮影、お

昼頃には羽田集合なので早めに出発して、途中横浜

のベイブリッジに立ち寄ることにした。大黒サービ

スエリアでコーヒーを飲み一体み。羽田で他の 2人

の先生と合流して次の目的地、広島へと旅立って

行った。

本当に東の間であったが、私達にとっても久しぶ

りにボストンの風がさっと吹き抜けたような楽しい

ホームスティだった。 (肥 田木  月子 )

平成 11年 (1999年)3月 20日

日本/ニューイングランド交流の記録出版

会報第12号にて会員にご提案した日本/ニューイ

ングランド交流の記録出版企画は、編集チームが 3

月末までに原稿を取り纏めることで準備を進めてい

ます。編集チームには次のテーマで原稿提出のお申

し出でを受けています。

1.日本で活躍したMIT人脈 (仮題)
2.MITと 日本の歴史
3.ボストンに日本のいけばなが根づくまで

4.Peabdy Museumと 日本

5.天心の真面目―ボストンでの一年一

6.失われた記憶を訪ねて一日本の中のニューイングランド

7.ポ ーツマス条約を支えたハーバード人脈

8.モ ースの見た日本と日本人 (仮題)

9.北海道とMAの歴史
10.ボストンマラソン (仮題)

11.メ ーフラワー香りの出来る迄

12.チル ドレン・ ミュージアムと京の町家

中野翔太ピアノの夕べ

佐々木涼子さんが主催するC&C Clubで は、今年

の定例コンサートに中野翔太君をお招きし、11月 11

日夕、三田の綱町三井クラブにおいてピアノコンサ

ートを開催した。 (会報第 12号参照)

翔太君は、モーツアルト、ショパン、ラフマニノ

フのピアプ曲を 1時間に亘って演奏し、参加者にそ

の優れた演奏振りを示した。アンコールには、一転

してカンパネラを弾き、その軽妙なるピアノタッチ

で聴衆を魅了した。

昨年11月 の故江戸英雄翁を偲ぶ会において、翔太

君は小澤征爾氏の指揮するオーケストラをバックに、

モーツァルトのピアノ協奏曲第26番二長調K.257

「戴冠式」より第 1楽章のピアノ曲を独奏し、その

優れた才能を示した。 (会報第 11号参照)

中学 2年生の翔太君は、一昨年、小学校 6年生で

全日本ピアノコンクールの優勝者であった。昨年 5

月、米国ワシントンに於ける斉藤邦彦駐米大使主催

のパーティに招かれ、ショパンのエチュードを演奏

し、世界的指揮者スラットキン氏にその才能を認め

られ、今年 9月 にジュリアード留学が決まっている。

当会からは7人が参加した。 (俣野善彦 )

-6-
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「日`本里帰りの旅」を終えて
ボストン日本人会婦人部 吉野静子

「私は嬉しさのあまり、飛行機から降りてすぐ日

本の大地にキスをしたかった」と日本ボストン会歓

迎会の席上の挨拶の中で言われたKさんは46年振
りの里帰りでした。

私はその言葉を聞いて、企画から実行までの長い

間の大変だった事がらはすべて消し飛んでしまいま

した。この旅は出入り自由参加と決め、集合も旅の

起点に相応しい「お江戸日本橋」 (箱崎ターミナル

から徒歩 3分)の小さなビジネスホテルとしました。
3組に別れてボストンを発ち、 3組目の 5人が到

着したのは集合日の 11月 5日夜でした。Kさ んと

86年振りのTさ んなど、懐かしい日本のすべてに

興奮していました。

平均年齢 70歳は長旅も何のその、その夜は近く
の「焼き鳥、おでん屋」で心行くまで日本を味わい、

これから始まる旅の無事を祈って祝杯を上げました。

翌日、新幹線で大阪へ、新大阪駅で友人 2人の出

迎えをうけ、大きな荷物を持った我々を豊中のホテ

ルまで案内してくださいました。大阪出身のKさん

は車窓から見える風景の変化にただただびっくりし

て、大きな目を見開き過去の人となった両親に思い

を馳せているようでした。

大阪から参加したEさ んを加えた一行 6人は9日

まで同じホテルに宿泊し、町内なのに温泉付でした

ので、皆でここをお世話下さった方に感謝しました。

7日 は宝塚歌劇、大坂城見学。 8日 は松平健公演

(Sさんのお世話で席は前列真ん中、休憩時間に健

さんと記念写真。お土産まで戴く)、 あとは通天閣

近くの「スパーヮールード世界の大温泉」へ。

9日 は前日本人会秘書、ジャメンツ登三子さんが

友人と京都駅で出迎えて下さり、ハイヤーで一日京

都見物。比叡山、清水寺、金閣寺等を巡り、昼食は

蕎麦、夕食はゆばと心行くまで京都に浸りました。

比叡山で車を降りて間もなくガィ ド兼運転手さん

の説明中、Kさんが見えなくなり、修学旅行の学生

や参拝者で混雑する中を捜したのも、今は良い思い

出となっています。当のKさんは時間が惜しい、一

枚でも多く写真に撮っておきたい一心でした。

10日 は小田原からバスで箱根姥子のホテル着、こ

こで参加の 3人を加えた一行 9名は温泉三昧、会員

平成 11年(1999年 )3月 25日

制のホテルで食事も和・洋食を選べ、露天風呂には

樟酒と升が置いてあり (夕方のみ)一杯飲みながら

富士山を仰ぐ。これぞまさに温泉天国、一同大満足。

11、 12日 は芦の湖巡りや箱根ガラスの森などを楽

しみました。

13日タベ、三田のNEC芝クラブで日本ボストン
会の総会があり、私たち―行は招待され、心温まる

おもてなしを受け、プレゼントまで頂きました。皆

この旅に参加して良かったと心から思ったようです。

Kさんは「約半世紀振りで訪れた祖国で、こんなに

歓迎されるなんて」とうれし涙を流していました。

14日 は歌舞伎観劇。

15日 は日本ボストン会の 3名の方のお世話で一日

鎌倉見物。丁度、七五三の日で鎌倉八幡宮は大変な

人出、遠来の客の目を十分に楽しませてくれました。

この日、お昼の精進料理をいただいたお寺で下足棚

のTさ んのNIKEが 紛失しました。お寺さんのス
リッパで半日を過ごしたTさん、愚痴一つこぼさな

い前向きな人を気づかう優しさに感動し、グループ

で行動する時の大切な心得を学びました。

16日 と17日 は自由行動としました。特筆すべきは

日本にも馴れたKさんです。一人で東京を歩き、タ

方に疲れて入ったお好み焼き屋で店のご夫婦と仲良

しになりました。店の奥さんはKさ んと一緒にお土

産を持ってホテルまで来られました。帰りがけに奥

さんの目は涙ぐんでいたと同室の人がびっくりして

いました。17日 には会ってお互いに住所氏名を交換

し、養子縁組をしたと、日本に肉親のいないKさん

は本当に嬉しそうでした。

18日 九州、米子の肉親のもとに旅立った 3人を除

いて、皆無事ボストンに帰りました。 2週間の旅の

間、健康と天気に恵まれて大過なく過ごせたことに

一同感謝しあいました。

終わりになりましたが日本ボストン会の方々のご

支援を心から感謝申し上げます。総会当日ご寄附を

募り、今回来日出来なかった「いこいの場」の人達

のお土産に2万円を頂きました。改めて御礼を申し

上げます。また、旅行の企画、手助けをして下さっ

た次の方々に厚く御礼を申し上げます。 (敬称略)

ドリティー幸子、江村伸子、古川義子、今川明夫、

石川喜子、ジャメンツ登三子、国定美佐子、森下展

枝、中埜紀子、野田善子、岡野泰山、営間きよみ、

高野全世、田中夕紀子、山根バーバラ、依藤義子。
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日本ボストン会 1998年度総会
日時 : 1998年 11月 13日 (金)午後 6時
場所 : NEC三 田ハウス 芝クラブ
出席 : 藤崎代表幹事他 44人出席

議事 : 代表挨拶、乾杯、活動報告、会計報告。

懇親会 :嘗間副代表幹事より「いこいの場」メンバー8人紹介。

コルベラ孝子さん、 ドリティー幸子さん、ニコルス玉
枝さん、オシェルー枝さん、宇田悦子さん、ウエンデル

幸子さん、増淵文子さん、吉野静子さん。

新会員紹介 :柏木豊さん、中島憲子さん、村上貞美さん、

山本澄子さん。

***********************

第 6回総会は営間副代表幹事の挨拶にて開会、

「いこいの場」メンバーの紹介から始められた。ま

ず会計報告が行われ会員増加の必要性が訴えられた。

総収入¥259,673、 総支出¥253,949、 残客辞5,724。

(銀行預金、定期預金、郵便貯金合計¥842,199)

藤崎代表幹事が都合で遅参されるので、高木次期

代表幹事の挨拶・乾杯で懇親会に入った。

途中、藤崎代表幹事が入場されたところで挨拶さ

れ、1958年に氷川丸にて留学のために渡米、今年で

百回に上る外遊回数になるが(う ち約 3分の 1は MIT

関係)、 今後も引き続きニューイングランド・ボス

トン/日本の友好の橋渡し役を務める考えで、現在

両地域間のつきあい方を調べ、原稿を集めて本に纏

め、その上で新しいきずなの土台を作りたいとの念

願を述べられた。今年 11月 からは高木代表幹事ヘ

バ トンを引き継がれる旨挨拶され、「いこいの場」

の皆様の来日参加を歓迎し、心尽くしのお土産 (岩

波文庫「日本小学唱歌集」)を全員に贈呈された。

この他、近藤副代表幹事からもCDの贈呈があり、

席上で「いこいの場」活動支援の寄付も行われた。

「いこいの場」グループからは日本ボストン会婦人

部の吉野夫人・増淵夫人からこもごも、今回の来日

の経緯の報告があり、何十年ぶりに里帰りされた 6

人の自己紹介を伺った。

久し振りにご出席の山田敬蔵さんからは、総会に

,出席された山本澄子さんとボストンマラソン参加以

来四十余年ぶりに再会をされたお話があった。

北海道皿協会山下健一専務理事からは最近の北海

道とマサチューセッツの交流状況のお話しを伺った。

上居副代表幹事からはWG活動状況の報告と活性
化のためのアンケー調査中の旨報告があった。

平成 11年(1999年 )3月 25日

幹事会報告
*1998年 12月 12 日 (土)出席者 18人

高木新代表幹事挨拶

...どんどん会員を増やしましょう。

歴史の会報告 (11月 8日 )(別項参照)
生麦事件資料館・キリンビール横浜工場見学

ハイキングの会報告 (12月 12日 )(別項参照)
大井町駅/東京港野鳥公園/大井埠頭中央公園

/品川水族館/「天仲」 (幹事会開催)
ゴルフの会報告 (10月 29日 )(別項参照)

於寄居カントリークラブ (伊藤英徳さん優勝)

美術の会報告 (名古屋ボストン美術館見学計画)

総会報告・反省 (11月 13日 )

会員 37人、いこいの場 8人、合計 45人出席。

欠席者からのご寄付26人 3万円

ボストンからの帰国者に総会での再会呼び掛け。

誘い合わせての出席の呼び掛け。

次回総会の日取り決定 (11月 第 2金曜日)

レディース会報告 (別項参照)

総会当日の募金総額 2万円「いこいの場」メンバー贈呈。

「いこいの場」メンパー鎌倉案内 (営間・高野・中埜)。

お礼状・報告文 (日本人会会報掲載)の報告。

日本ボストン会の英文称号変更 。ロゴ募集

"Nihon bston Kai"の 代わりに"The bston

Association Of Japan"と する。

ロゴは会報で募集する。

歴史出版計画

歴史を中心。寄稿応募者 8人。追加呼掛確認。

詳細は(藤崎、藤盛、篠崎、関)に一任。

会報 (次回発行 3月 末、原稿締切 2月 末)

次期代表幹事

高木代表幹事より茂木賢二郎さんがお引受け下

さる旨報告あり。

ホームステイ受入れ報告 (11月 7/8日 )
佐藤花子様実家、肥田木誠様、土居陽夫様の 3

家庭にてお世話。

ボストンガイ ドブック50冊発注報告

新会員入会(9月 以降2人 )柴柳健一さん、中島憲子さん

*199■ 笠 2』…10旦 回Ω_出産童__二■人
高木政晃新会長挨拶原稿意見交換

茂木賢二郎次期代表幹事挨拶

名古屋ボストン美術館「美術鑑賞の旅」企画

俣野善彦副代表幹事 (会報担当)の選任を確認
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